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《 北米産大豆 》 

１５／１６年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が１月１２日発表した、１５／１６年度の世界大豆生産・需給予測によれば、米

国の減産を反映し、生産量は前回比０.３％減の３億１，９０１万トンとなりました。 

期初在庫の減少、需要量の増加により、期末在庫は前回比４.０％減の７，９２８万トンと

大幅な下方修正となっています。 

  

また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、作付・収穫面積が前回から減少し

たことに加え、単収が低下したことから生産量は前回比１．３％減となりました。 

需要量は、輸出量が減少したことなどにより、下方修正されましたが、生産高の減少幅が上

回ったことで、在庫率が前回比０.５％減の１１.８％に下落しています。 

 

１５/１６年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億１，９０１万ｔ （対前年比     ０.１％増） 

消 費 量 ３億１，４０４万ｔ （対前年比     ４.５％増） 

期末在庫量 ７，９２８万ｔ   （対前年比     ３.１％増） 

期末在庫率 ２５.２％      （対前年度差 ０.４ポイント減） 

１５/１６年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億０,６９５万ｔ （対前年比     ０.１％増） 

消 費 量 ５，５００万ｔ   （対前年比     ０.１％増） 

輸 出 量 ４，５９９万ｔ   （対前年比     ８.３％減） 

期末在庫量 １，１９６万ｔ   （対前年比   １３０.４％増） 

期末在庫率 １１.８％     （対前年度差 ６.９ポイント増） 

 

 

〇15年産 南米産大豆情報 

 アメリカ農務省の週間天気と作物調査によれば、ブラジルでは年明けに主要産地の中部や北

東部で降雨に恵まれ、大豆の生育に好ましい状態になっています。同様に南部でも土壌水分は

十分な量となっているようです。 

 アルゼンチンでは暖かく降雨にも恵まれ、大豆にとっては最適な天候となっています。同国

農業省によると、１２月３０日現在の大豆作付率は９１％と順調に推移しているとのことです。 
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《 国産大豆 》 

〇平成２７年産国産大豆入札情報 

 平成２７年産国産大豆の１２月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。 

それによると、上場数量３，５１１トンで、落札数量が３，０９５トン、落札率が８８％とい

う結果となりました。１１月と比較すると、平均落札価格は、６０ｋｇ／４６４円下落しまし

た。 

 普通大豆の銘柄別では、北海道とよまさりは前月から若干下がったものの１万０，３３９円

と１万円台を維持、新潟エンレイは１，３１８円下げ９，５９０円と大幅に値下がり。一方で

福井里のほほえみは８８１円値上がりし、１万１，０８１円となりました。 

 １月以降は上場数量が増えることもあり、価格はもう少し下がるのではないかという見方が

ある一方で、九州産の価格次第といった値下がりに慎重な意見も聞こえており、１月の落札状

況に注目が集まっています。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １５年１１月    １，５０３ｔ    １，５０３ｔ    １００％  

     １２月    ３，５１１ｔ    ３，０９５ｔ     ８８％  

                                                 

    合 計    ５，０１４ｔ    ４，５９８ｔ   ９１．７％ 

 

〇２７年産大豆集荷量見込み 

 ＪＡ全農はこのほど、平成２７年産大豆の生産計画と集荷見通しを発表しました。 

それによれば、集荷予定数量は１８万５，５００トンで前年対比１０５％、生産計画比９８％

となっています。 

 生育状況としては、北海道・東日本においては、登熟期の日照不足や低温が続いたものの、

生育は概ね順調に推移し、収穫の段階でも天候に恵まれ収穫ロスも少ないことから、計画並み

や計画を上回る見通しとなっています。一方、西日本・九州においては播種遅れや日照不足の

影響を受け減収が見込まれることから、生産計画を下回る見通しとなっています。なお、９月

に宮城・茨城・栃木の一部地域で発生した集中豪雨による収量・品質への影響については、現

段階（１１月時点）では限定的と見込んでいます。 

 

★平成２７年産大豆販売計画 （単位：トン） 

期間 

取引方法 

１１～２月 ３～５月 ６～１０月 合計 

入札取引 １８，９２０ ２９，４１０ １３，５０４ ６１，８３４ 

相対・契約取引 ３２，８６９ ５２，７６０ ３８，０３４ １２３，６６６ 

総計 ５１，７８９ ８２，１７０ ５１，５４１ １８５，５００ 

 


